
子育て支援センターの利用年齢について

提案内容

 いま、支援センターは小学生までしか利用出来ない環境になっています。
 うちは、小学一年生、年中二人、乳児１人の、こども四人を育てています。主人はほとんど家にいなくて、いつも１人で見ていま
す。いままでは、土曜日はもちろん、平日もはやく帰るので、支援センターへ出掛けていました。
 ですが、今は、上のこどもが小学生になり、支援センターを利用することが出来なくなりました。
発達面でも、赤ちゃんが多い支援センターでは、大きいこどもがいると、危険な面があることは承知しております。
でも、どうか、小学生低学年だけでも、入れるようにしていただけませんでしょうか。
環境面を駆使しなければなりませんが、お兄ちゃんお姉ちゃんたちが過ごせる場所を同じ建物内で過ごさせていただけませんでしょう
か。ずっと家で１人でみていて、先日いっぱいいっぱいになり、手をあげかけました。私もいっぱい泣きました。すごく辛いです。行
き場所をどうか、作ってほしいです。わたしだけが、願っていることではないです。上の子が小学生ということで、支援センターを利
用できなくて困っているお母さんがたくさんいます。
私たちに逃げ場、居場所をどうか提供していただきたいです。
返答をよろしくお願いいたします。

回  答

 子育て支援センターは、子育て親子を対象として、子育て親子の交流の場、子育て等に関する相談の場等として開設している施設で
す。この場合の「子育て親子」とは、主として概ね３歳未満の児童及び保護者を指しています。現在、市内の子育て支援センターで
は、主な対象者を就学前の子どもさんとその保護者としています。このため、子育て支援センターでの取り組みは対象とする親子を中
心としたものとしています。
 小さな子どもさん向けの施設を小学生さんが利用されると、子どもさんの体の大きさ、動きの活発さに大きな差があり、思わぬケガ
や事故の原因となります。また、別の部屋を使うなどの手法もありますが、本来の利用者である就学前の親子を優先したいと考えてお
ります。このことから小学生さんの利用はご遠慮いただいています。可能であれば、小学生さんが登校中の時間等に、子育て支援セン
ターをご利用くださいますようお願いいたします。
なお、雲南市での現状では難しいですが、現在国においては新たな施策も検討されており、国の動向を注視する中で、今回ご提案いた
だいた内容は、今後の子育て支援の取り組みの参考とさせていただきます。
                                                                                                              （回答部署：子ども政策局子ども政策課）


